
第4節　淡路島内の古墳について

】川Ⅸ

淡路島内に所在する古墳はすでに破壊されたものも含め，その数は130基以上にのぼる。それらのう

ち前・中期古墳あるいは前・中期と推定される古墳は3基程度で，その大半が後期古墳であり，横穴式

石室や竪穴式小石室（小竪穴）を内部主体とするものである。

今回報告した古墳でも，大木谷古墳は横穴式石室をもつ後期古墳，築鼻山1号境は竪穴式小石室であ

るが，後期古墳である。両者とも海を見下ろせる位置にほぼ同時期に築かれている。しかし，大木谷古

墳と築鼻山1号境では，内部主体の内容の違いのほかに，大木谷古墳が単独填，築鼻山古墳は数基が群

集して築かれていたようである点も異なっている。

以下，淡路島の古墳を概観し，これらの点について述べることとする。

淡路島内の後期古墳の内部主体は，先述のように，横穴式石室と竪穴式小石室があり，ほかに箱式石
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棺も存在するが，数は少ない。まず，横穴式石室をみると，西淡町ハハ古墳や洲本市明田丸山古墳，洲
（1心

本市曲田山古墳，南淡町西山北古墳，南淡町野田山古墳などが淡路島内での大型横穴式石室で，ハハ古

墳ではその幅が2．56mを測り，明田丸山古墳では石室幅2mである。西山北古墳では1．89mで，曲田山

古墳，野田山古墳では1．7mである。一方，幅が狭いものでは洲本市平安浦岡古墳が最も幅が小さく，

0．92mである。その他の横穴式石室では，洲本市厚浜台2号境が石室幅1．6m，厚浜台1号境は1．15m，
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洲本市亀谷古墳は1．3m，西淡町しだまる1・2号項はともに幅1．5m，西淡町沖ノ島2・1号境はそれ
（16）　　　　　　　　　　　　　　（17）

ぞれ1．3，1．27mで，五色町筑穴古墳は約1．5m，淡路町石の寝屋1号境は1．3m，一宮町大木谷古墳は

推定1．3m，南淡町西山南古墳は1．09mである。淡路島内での横穴式石室の規模は，平安浦岡古墳以外
（咽

はすべて石室幅1m以上である。なお，五色町愛宕山1号境も玄室幅1．77mのようであり，津名町奥穴
（19）　　　　　　　　　　　　　　　　㈹

見古墳ノは玄室が斜めに削られているが，石室側壁間の距離は約1．5mである。

一方，竪穴式小石室では最も規模が大きいものでは南淡町丸田2号境が幅1．25mと1mを越えるもの
伽

であるが，丸田古墳群は2基存在し，いずれも横穴式石室の可能性がある。横穴式石室であれば，1号

境の石室幅が0．9mであり，横穴式石室では最も幅が狭いものとなる。これらについては石室形態が明

確になってから判断を行いたい。

竪穴式小石室のうち，幅では第2位の西淡町沖ノ島9号境では0．95mであり，丸田2号墳以外はすべ

て1m未満となっている。それらは，沖ノ島5・17・10・4・7・8・3・12・14・11・13・16号境で

はそれぞれ，0．91・0．9・0．82・0．8・0．8・0．7・0．65・0．55・0．47・0．42・0．4・0．3mの石室幅である。

西淡町鎧崎5号境は幅0．9m，西淡町しだまる4号境は0．7m。南淡町小山古墳は0．6m。三原町佐礼尾

古墳は0．7m，三原町人田山1号項は0．6m，三原町上八木古墳は0．45m，三原町佐礼尾1・2号境はと
㈲

もに0．4m。洲本市厚浜台8号境は0・5m，緑町長田山1号項は0．35m，一宮町明神1号境は0．58m，

北淡町築鼻山1号墳第3主体は0．7mの石室幅である。淡路島内の竪穴式小石室の石室幅はほぼ1m未

満であり，横穴式石室の1m以上とは明確に分離される。

なお，箱式石棺は竪穴式小石室との構造上の差が明瞭に認められるものではないが，箱式石棺と呼ば

れているものには洲本市旧城内遺跡や三原町里見山古墳，一宮町明神2号境がある。旧城内遺跡例は石
3司監

棺幅0．38m，長さ1．6m，里見山例は幅0．5m，長さ1．8m，明神2号墳例は幅0．49m，長さ0．87mである。

すべて幅0．5m以下である。

以上，両型式の石室規模，特に石室幅について見てきたが，横穴式石室が幅1m以上に対し，竪穴式
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小石室が1m未満となっている。横穴式石室の方が規模が大きいことと，1mを境として両者が分かれ

ることについて注意しておきたい。

次に，横穴式石室項で単独墳あるいは単独墳的に存在するものには，一宮町中丸古墳・一宮町枯木古

墳・一宮町大木谷古墳・一宮町山門古墳・一宮町郡家（荒神山）古墳・津名町奥穴見古墳・五色町岡の

谷古墳・五色町筑穴古墳・洲本市平安浦岡古墳・洲本市曲田山古墳・洲本市亀谷古墳・洲本市明田丸山

古墳・西淡町山の口古墳・西淡町ハハ古墳・南淡町西山北古墳・南淡町西山南古墳・南淡町八幡古墳・

南淡町野田山古墳があり，横穴式石室墳のみで古墳群をなすものは確実な例を知らない。

一方，竪穴式小石室境で単独墳あるいは単独墳的に存在するものには，北淡町林古墳・一宮町宇栄我

山古墳・三原町上八木古墳・南淡町荒神森古墳・南淡町秋葉神社古墳・南淡町前山古墳・南淡町小山古

墳・南淡町黒岩古墳があり，淡路島南西部に多く存在している。また，竪穴式小石室墳のみで群を構成

するものには，一宮町明神古墳群（2基）・緑町長田山群集墳（2基）・三原町人田山群集墳（3基）・

三原町佐礼尾古墳群（3基）がある。

また，横穴式石室境と竪穴式小石室境で古墳群を形成するものでは，五色町愛宕山古墳群・洲本市厚

浜台群集墳・西淡町しだまる古墳群・西淡町鎧崎古墳群・西淡町沖ノ島古墳群があり，鎧崎古墳群や沖
糾

ノ島古墳群では大半が竪穴式小石室となっている。

横穴式石室境では単独に存在するものが淡路全域に多く認められることと，竪穴式小石室境で単独に

存在するものが地域的に限られること，横穴式石室項と竪穴式小石室境で古墳群を形成するものが存在

し，そのなかで大半が竪穴式小石室のものが認められることから，横穴式石室境と竪穴式小石室境の被

葬者の間には階層差の存在が考えられ，先にみた規模の点でも首肯できるものであろう。
㈹

次に横穴式石室，竪穴式小石室の時期について見ることにする。

前期古墳と考えられるコヤダニ古墳は竪穴式石室と推定されており，佐礼尾古墳は後期前半に遡る可

能性がある。後期後半の竪穴式小石室では，築鼻山1号項が6世紀後半～末，明神1号境は6世紀第3

四半世紀，沖ノ島古墳群の竪穴式小石室は6世紀中頃～7世紀前半である。一方，横穴式石室では，大
㈹

木谷古墳と郡家（荒神山）古墳が6世紀第3四半世紀，愛宕山古墳群は6世紀末－7世紀初頭，ハハ古

墳は6世紀末とされている。沖ノ島古墳群1・2号境では6世紀末・7世紀前半である。また，奥穴見
研

古墳は6世紀末頃，厚浜台1号境は6世紀第3四半世紀のようである。横穴式石室は淡路島内では6世

紀第3四半世紀のものが現在のところ最も古いようである。一方，竪穴式小石室は佐礼尾古墳を除いて

も，6世紀中頃には存在しており，横穴式石室よりも古くから存在している。また，両者が混在する古

墳群が存在していることから，竪穴式小石室被葬者層に新たに6世紀第3四半世紀頃に横穴式石室被葬

者層が現れたと推定できると思われる。

それら被葬者の権力基盤となったものは，三原平野や洲本地域のように豊かな農地を有する地域にお

いては主として農業であったと推定されるが，そのような農地に乏しい地域においては，農業のみでは

権力基盤とはなり得なかったと思われる。それ以外に権力基盤となり得ると推定できる遺物が淡路島西

側海岸地域や南西海岸地域の各古墳から出土している。

西側海岸地域では，愛宕山古墳群から製塩土器が出土している。また，明神1号墳からも製塩土器と

推定できる粗製の土師器塊が出土している。一方，淡路島南西海岸地域の古墳のうち，沖ノ島古墳群か

らは浮子・土錘・釣針のほか，棒状石製品が出土している。この棒状石製品は，同地域の鎧崎古墳群や
1281　　　　　　　　　　　　12功

しだまる古墳群などからも出土しており，製塩に関係する道具あるいはアワビおこしなどと考えられて
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いる。後者の用途とすれば，他の遺物と併せ考えて，漁業色が強く認められる。

古墳は権力を誇示するためのモニュメントであり，築鼻山古墳群・大木谷古墳・明神古墳群など西側

海岸地域の古墳は海上からよくみえる位置に存在している場合が多い。このことから，淡路島西側海岸

地域のこれらの古墳被葬者は，製塩のみならず漁業も行っていたと推定される。一方，淡路島南西海岸

地域でも海を見下ろす台地上や小島に古墳を築造しており，かつ，現在も港となっている場所に近接し

ていることから，漁業および海上交通，狭い範囲であろうが，制海権を握っていたことも推測される。

この点については，西側海岸についても同様のことが推定できるものと思われる。 （岸本）
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